
近年、激甚化・複合化する災害に対応するためには、
組織や制度だけでなく、現場で判断し行動できる “人”
の力がますます重要になっています。
本講演では、実践的な人材育成の取り組みと災害対策
士制度の創設を紹介するとともに、イタリアの Civil 
Protection（市民保護）制度を事例に、災害対応の最前
線で求められるスキル・知識・役割について考察します。
行政・住民・民間を問わず、すべての担い手が共通言
語で災害に備えるための「型」とは何か。制度設計と
現場実践の両面から、これからの災害対応を支える人
材育成の方向性を探ります。

●日　　時：　令和 7 年 6 月 15 日（日）　15：00 ～ 16：30

●場　　所：　葉山町福祉文化会館 大会議室

●募集人数：　100 名

●申込方法：　6 月 9 日（月）までに、いずれかの方法でお申し込みください。

　　　　　　　①参加申込フォーム（右記の QR コード）にて

　　　　　　　②葉山町社会福祉協議会へ電話・FAX にて

●共　　催：　葉山災害ボランティアネットワーク（HSVN）

  　葉山町社会福祉協議会

●後　　援：　葉山町

〈お問い合せ先〉
葉山町社会福祉協議会

電話 ８７５-９８８９　FAX ８７６-１８７３
メール hvc@hayamashakyo.com

講師
沼田 宗純 氏
東京大学生産技術研究所 准教授
ＤＭＴＣ（同研究所附属 災害対策ト
レーニングセンター）副センター長

災害に強い社会のつくりかた
～日本とイタリアの現場から学ぶ人づくり～

                         ×                                   　防災講演会HSVN葉山
災害ボランティア
ネットワーク 葉山町社会福祉協議会


